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一
に
つ
い
て 

炭
鉱
離
職
者
対
策
を
含
む
石
炭
鉱
業
構
造
調
整
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
六
月
七
日
の
石
炭
鉱
業
審
議
会
答
申
に
お

い
て
、
「
九
十
年
代
を
構
造
調
整
の
最
終
段
階
と
位
置
付
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
の
国
内
炭
の
役
割
と
国
民
経
済
的
負
担 

の
大
き
さ
と
の
均
衡
点
ま
で
は
、
国
内
炭
鉱
に
お
い
て
経
営
の
多
角
化
・
新
分
野
開
拓
を
図
り
つ
つ
、
国
内
炭
生
産
の
段
階

的
縮
小
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
旨
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
施
策
を
遂
行
し
て
き
て
い 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

鉱
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
累
積
鉱
害
の
解
消
を
目
標
に
し
て
き
て
お
り
、
臨
時
石
炭
鉱
害
復
旧
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
二
百
九
十
五
号
）
の
期
限
で
あ
る
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
目
標
を
達
成
す
る
べ
く
施
策
を
遂

行
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

現
行
の
石
炭
政
策
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
十
三
年
度
ま
で
の
十
年
間
を
政
策
期
間
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。 産

炭
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
石
炭
鉱
業
の
不
況
と
い
う
特
殊
な
要
因
に
よ
る
影
響
の
是
正
を
目
標
に
し 

衆
議
院
議
員
東
順
治
君
提
出
石
炭
政
策
及
び
産
炭
地
域
振
興
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 一 

 



 

二
に
つ
い
て 

て
き
て
お
り
、
現
行
の
石
炭
政
策
の
政
策
期
間
に
お
い
て
は
、
平
成
二
年
十
一
月
三
十
日
の
産
炭
地
域
振
興
審
議
会
答
申
を

踏
ま
え
、
所
要
の
施
策
を
遂
行
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

現
行
の
石
炭
政
策
に
お
い
て
は
、
石
炭
会
社
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
経
営
の
多
角
化
・
新
分
野
開
拓
を
図
り
つ
つ
行
う

生
産
規
模
の
適
正
化
、
石
炭
坑
の
近
代
化
・
生
産
体
制
の
集
約
化
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
等
を
推
進
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

具
体
的
に
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
に
お
い
て
、
石
炭
鉱
業
構
造
調
整
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十

年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
に
基
づ
き
、
通
商
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
新
分
野
開
拓
計
画
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
新
分
野

開
拓
事
業
に
係
る
融
資
及
び
補
助
金
の
交
付
、
経
営
基
盤
の
安
定
及
び
経
理
の
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
の
石
炭
鉱
業
安
定
補

給
金
の
交
付
並
び
に
石
炭
坑
の
近
代
化
等
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
の
坑
内
骨
格
構
造
整
備
拡
充
補
助
金
の
交
付
及
び
近
代
化

資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
通
商
産
業
省
に
お
い
て
、
保
安
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
鉱
山
保
安
確
保
事
業
費

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
各
般
の
施
策
の
総
合
的
な
実
施
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
所
要
の
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

二 

 



 

四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

累
積
鉱
害
の
解
消
の
公
示
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
鉱
害
復
旧
長
期
計
画
（
平
成
四
年
十
二
月
八
日
通
商
産
業
省

告
示
第
五
百
三
十
九
号
）
が
達
成
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
早
期
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
に
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
福
岡
県
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
度
の
公
示
を
目
途
に
復
旧
の
着
実
な
推
進
に
努
め

て
い
る
。 

鉱
害
地
で
の
石
炭
採
掘
が
終
了
し
て
か
ら
既
に
相
当
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
地
下
深
部
の
石
炭
採
掘
に
起
因
す
る
沈
下

鉱
害
の
発
生
は
終
息
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
福
岡
県
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
三
月
末
に
復
旧
申
出
を
締
め
切
り
、
そ
の
処
理

に
努
め
た
結
果
、
復
旧
申
出
未
処
理
残
件
数
は
、
平
成
七
年
三
月
末
の
一
万
六
百
九
十
件
か
ら
平
成
十
一
年
二
月
末
の
三
千

五
百
十
一
件
に
減
少
す
る
一
方
、
復
旧
す
べ
き
案
件
に
つ
い
て
は
、
臨
時
石
炭
鉱
害
復
旧
法
に
基
づ
く
復
旧
基
本
計
画
及
び

実
施
計
画
に
計
上
し
た
上
で
、
復
旧
工
事
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。 

累
積
鉱
害
の
処
理
が
完
了
し
た
後
に
お
い
て
も
、
地
表
か
ら
深
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
採
掘
跡
又
は
坑
道
跡
の
崩
壊
に

起
因
す
る
鉱
害
、
い
わ
ゆ
る
局
所
的
な
浅
所
陥
没
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
復
旧
事
業
を
行
お
う 

三 

 



 

五
に
つ
い
て 

こ
の
た
め
、
炭
鉱
離
職
者
の
再
就
職
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
機
動
的
な
職
業
訓
練
及
び
き
め
細
か
な
就
職
相
談
を
行
う

と
と
も
に
、
炭
鉱
労
働
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
九
十
九
号
）
に
基
づ 

 

き
、
炭
鉱
離
職
者
求
職
手
帳
（
以
下
「
手
帳
」
と
い
う
。
）
の
発
給
を
受
け
た
者
に
対
し
て
は
就
職
促
進
手
当
及
び
移
転
費 

 
 

等
を
支
給
す
る
ほ
か
、
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
て
は
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
を
支

給
す
る
等
、
一
般
の
離
職
者
に
比
し
て
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

と
す
る
公
益
法
人
の
申
請
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
人
を
指
定
法
人
と
し
て
指
定
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。 

平
成
十
一
年
二
月
の
完
全
失
業
率
が
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
過
去
最
高
を
更
新
し
、
有
効
求
人
倍
率
も
〇
・
四
九
倍
と
な

る
な
ど
全
国
的
に
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
が
続
い
て
い
る
中
で
、
産
炭
地
域
の
炭
鉱
離
職
者
に
つ
い
て
は
特
に
困
難
な
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
累
積
鉱
害
の
解
消
が
公
示
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
指
定
法
人
の
指
定
の
申
請
が
な
い
た
め
、
指
定
法
人
の

指
定
は
行
っ
て
い
な
い
。 

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
、
産
炭
地
域
の
地
域
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
炭
鉱
離
職
者
等
に
対
し
臨
時
的
に
就
業
の 

四 

 



 

六
に
つ
い
て 

現
在
、
石
炭
鉱
業
審
議
会
に
お
い
て
、
現
行
の
石
炭
政
策
の
円
滑
な
完
了
に
向
け
て
の
進
め
方
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
炭
鉱
離
職
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
の
審
議
結
果
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
な
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

六
年
に
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
今
後
の
失
業
対
策
事
業
の
具
体
的
な
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
失

業
対
策
制
度
調
査
研
究
会
の
報
告
に
お
い
て
、
「
石
炭
対
策
の
財
源
の
時
間
的
な
制
約
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
産
炭
地
域
開 

発
就
労
事
業
の
事
業
規
模
を
平
成
十
三
年
度
末
に
向
け
て
早
急
に
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
旨
指
摘
さ
れ
た 

こ
と
を
受
け
、
平
成
八
年
度
か
ら
、
事
業
規
模
の
縮
小
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

平
成
四
年
度
か
ら
の
現
行
の
石
炭
政
策
の
下
で
、
地
域
振
興
整
備
公
団
に
よ
る
工
業
団
地
の
造
成
と
融
資
等
に
よ
る
企
業

誘
致
、
産
炭
地
域
振
興
臨
時
交
付
金
等
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
、
産
炭
地
域
の
振
興
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ

る
公
益
法
人
た
る
中
核
的
事
業
主
体
の
基
本
財
産
で
あ
る
産
炭
地
域
活
性
化
基
金
に
出
捐
し
た
道
県
へ
の
財
政
支
援
等
か
ら

な
る
総
合
的
な
産
炭
地
域
振
興
対
策
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五 

 



 

七
に
つ
い
て 

こ
れ
ら
各
般
の
施
策
の
総
合
的
な
実
施
に
よ
り
、
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
平
成
十
年
十
二
月
に
か
け
て
、
産
炭
地
域
全
体

で
は
、
地
域
振
興
整
備
公
団
に
よ
り
百
三
十
八
の
工
業
団
地
を
造
成
し
、
譲
渡
対
象
面
積
（
三
千
百
七
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
譲
渡
す
る
と
と
も
に
、
同
公
団
に
よ
る
企
業
誘
致
を
通
じ
て
二
千
四
百
十
三
社
を
誘
致
し
、
こ
れ

に
よ
り
約
十
四
万
二
千
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て
い
る
等
の
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。 

産
炭
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
、
産
業
基
盤
の
整
備
、
社
会
福
祉
等
に
係
る
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
産
炭
地

域
振
興
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
年
に
道
県
知
事
が
各
産
炭
地

域
経
済
生
活
圏
ご
と
に
作
成
し
た
原
案
に
基
づ
き
通
商
産
業
大
臣
が
定
め
た
産
炭
地
域
振
興
実
施
計
画
（
平
成
三
年
十
二
月

二
十
一
日
通
商
産
業
省
告
示
第
四
百
七
十
九
号
）
に
従
っ
て
、
関
係
各
省
庁
等
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
産
炭
地
域
振

興
臨
時
交
付
金
に
よ
る
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
、
産
炭
地
域
振
興
事
業
債
調
整
分
利
子
補
給
金
に
よ
る
道
県
に
対
す
る 

ま
た
、
今
後
の
産
炭
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
産
炭
地
域
振
興
審
議
会
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
産
炭
地
域
振

興
対
策
の
円
滑
な
完
了
に
向
け
て
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
議
論
を
注
視
し
つ
つ
、
産
炭
地
域
振
興
対
策
の
円
滑
な
完
了
に
向

け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。 

六 

 



 

八
に
つ
い
て 

地
方
債
の
利
子
補
給
、
産
炭
地
域
の
市
町
村
が
実
施
す
る
特
定
の
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
、
地
域
振
興
整

備
公
団
に
よ
る
工
業
団
地
の
造
成
と
企
業
誘
致
の
推
進
等
か
ら
な
る
総
合
的
な
産
炭
地
域
振
興
対
策
を
推
進
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
産
炭
地
域
振
興
審
議
会
に
お
け
る
審
議
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
産
炭
地
域
振
興
対
策
の
円

滑
な
完
了
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。 

産
炭
地
域
振
興
臨
時
措
置
法
は
、
平
成
三
年
四
月
に
法
期
限
が
十
年
間
延
長
さ
れ
た
が
、
平
成
二
年
十
一
月
の
産
炭
地
域

振
興
審
議
会
答
申
に
お
い
て
、
「
国
、
関
係
地
方
自
治
体
、
地
元
住
民
等
の
関
係
者
は
、
同
法
延
長
に
伴
う
関
連
施
策
の
実 

 

現
が
広
く
国
民
の
負
担
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
延
長
さ
れ
た
期
間
内
に
産
炭
地
域
振
興
対
策
の

目
的
を
達
成
す
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
払
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
」
旨
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
昨
年
六
月
に
通
商
産
業
大
臣
か
ら
産
炭
地
域
振
興
審
議
会
に
対
し
て
、
産
炭
地
域
振
興
対
策
の
円
滑
な
完
了

に
向
け
て
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
諮
問
が
な
さ
れ
、
現
在
、
同
審
議
会
に
お
い
て
、
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ 

 

る
。 

七 

 



 

九
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ワ
ー
ル
ド
」
の
関
係
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
に
、

北
海
道
芦
別
市
が
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
経
営
母
体
で
あ
る
株
式
会
社
星
の
降
る
里
芦
別
の
債
務
返
済
相
当
額
の
ほ
ぼ
全

額
を
同
社
に
貸
し
付
け
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
平
成
七
年
に
は
、
関
係
金
融
機
関
が
、
支
援
策
と
し
て
債
務
の
返
済
期
間

の
延
長
等
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
入
場
者
数
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
か
ら
、
「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ワ
ー
ル
ド
」 

 

が
平
成
九
年
十
月
末
に
閉
園
し
た
た
め
、
同
市
は
、
昨
年
か
ら
、
関
係
金
融
機
関
に
対
し
、
更
な
る
支
援
の
要
請
を
行
い
、 

福
岡
県
大
牟
田
市
に
お
け
る
地
域
活
性
化
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
株
式
会
社

ネ
イ
ブ
ル
ラ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
、
同
社
に
よ
り
平
成
七
年
七
月
に
「
ネ
イ
ブ
ル
ラ
ン
ド
」
と
い
う
名
称
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が

開
園
さ
れ
た
が
、
開
園
後
、
当
初
五
か
月
間
は
順
調
な
客
足
で
推
移
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
入
場
者
数
が
年
々
減
少
し
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
至
っ
た
た
め
、
昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
閉
園
さ
れ
、
本
年
四
月
五
日
の
同
社
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て

同
社
の
解
散
及
び
特
別
清
算
が
決
定
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
引
き
続
き
、
関
係
者
間
の
協
議
の
推
移
を
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

八 

 



 

十
一
に
つ
い
て 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
燃
焼
効
率
向
上
技
術
に
つ
い
て
は
、
発
電
効
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
加
圧
流
動
床
燃

焼
技
術
は
既
に
実
用
化
さ
れ
て
お
り
、
燃
料
電
池
用
石
炭
ガ
ス
製
造
技
術
等
に
つ
い
て
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
等

を
行
っ
て
開
発
中
で
あ
る
。 

関
係
金
融
機
関
は
本
年
一
月
に
同
社
の
金
融
債
務
の
返
済
期
間
の
再
延
長
等
を
行
い
、
こ
れ
を
受
け
、
同
市
と
し
て
も
、
本

年
二
月
に
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
同
社
の
債
務
返
済
相
当
額
全
額
を
同
社
に
貸
し
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
承
知
し
て
い

る
。 ク

リ
ー
ン
・
コ
ー
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
燃
焼
効
率
の
向
上
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
技
術
、
燃
焼
時

に
発
生
す
る
有
害
物
質
の
発
生
等
を
抑
制
す
る
技
術
、
固
体
燃
料
で
あ
る
石
炭
を
利
用
し
や
す
い
気
体
又
は
液
体
に
転
換
す

る
技
術
及
び
石
炭
燃
焼
に
伴
い
発
生
す
る
石
炭
灰
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
技
術
に
大
別
で
き
る
。 

燃
焼
時
の
有
害
物
質
の
発
生
等
を
抑
制
す
る
技
術
に
つ
い
て
は
、
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
、
ば
い
じ
ん
の
排
出
量
を

抑
え
る
た
め
の
脱
硫
、
脱
硝
技
術
等
の
排
煙
処
理
技
術
を
更
に
高
度
化
す
る
た
め
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。 

石
炭
を
利
用
し
や
す
い
形
に
転
換
す
る
技
術
に
つ
い
て
は
、
石
炭
と
水
を
混
合
し
流
動
体
化
す
る
コ
ー
ル
・
ウ
ォ
ー 

九 

 



 

十
二
及
び
十
三
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
に
、
ク
リ
ー
ン
・
コ
ー
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
は
、
石
炭
利
用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
抑
制
、

大
気
汚
染
の
防
止
、
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
等
に
よ
り
、
環
境
と
調
和
し
た
形
で
の
石
炭
利
用
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
石
炭
採
掘
技
術
を
対
象
と
し
て
い
な
い
た
め
、
産
炭
地
域
の
活
性
化
、
振
興
等
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な 

 

い
。 我

が
国
は
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
枠
組
み
の
中
で
、
石
炭
生
産
技
術
、
保
安
技
術
、
環
境
保
全
技
術
等
の
炭
鉱

技
術
に
係
る
技
術
協
力
と
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
石
炭
工
業
環
境
保
護
保
安
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
技
術
者
の
育

成
、
マ
レ
イ
シ
ア
に
お
け
る
サ
バ
州
で
の
石
炭
探
査
及
び
評
価
調
査
、
中
華
人
民
共
和
国
等
か
ら
の
研
修
員
の
受
入
事
業
等

を
相
手
国
政
府
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
有
償
資
金
協
力
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
バ
ガ
ヌ
ー 

タ
ー
・
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
技
術
等
が
既
に
実
用
化
さ
れ
、
ま
た
、
炭
鉱
ガ
ス
の
有
効
利
用
や
石
炭
を
ガ
ス
化
す
る
技
術
等
に
つ

い
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
等
を
行
っ
て
開
発
中
で
あ
る
。 

石
炭
灰
有
効
利
用
の
促
進
の
た
め
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
土
木
分
野
及
び
建
設
分
野
等
を
対
象
に
用
途
開
発
を
進
め
て
お

り
、
路
盤
材
、
軽
量
骨
材
と
し
て
一
部
実
用
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

ル
・
シ
ベ
オ
ボ
炭
鉱
開
発
事
業
に
お
い
て
石
炭
生
産
技
術
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
資
金
を
供
与
し
て

い
る
。 

お
尋
ね
の
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
石
炭
開
発
、
石
炭
産
業
等
を
研
究
す
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
に

つ
い
て
は
、
近
隣
諸
国
に
働
き
か
け
た
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
と
も
、
海
外
産
炭
国
か
ら
の
協
力
要
請
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
前
述
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
技
術
交
流
を
含
め
、
新
た
な
協
力
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。 


